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 オンライン診療を本当に必要とされる方への提供を
何よりも、通院できない方々を守ることが大切です。へき地・離島の患者さんや、在宅
医療の患者さんのうち医療へのアクセスが困難な方への医療の提供を第一に考えます。

 医療は患者さんとの信頼関係が基本です
医療の本質は、患者さんと医師の信頼関係が基本にあります。医師はあらゆる感覚を
フル活用して患者さんを診察します。
そのために対面診療と組み合わせて患者さんを診ていくことが基本です。

 かかりつけ医によるオンライン診療が重要です
普段から患者さんを診ている医師が、オンライン診療を行うことが患者さんの安心に
つながります。容体が急変した時も、直ちに駆け付けられます。

オンライン診療（遠隔診療）に対する日本医師会の考え
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この３つを把握した上で、遠隔診療に適した医療とそうでない医療の
見極めや、環境整備について、議論を深めていくことが必要です。

➀現状で、どのような患者に、どのような症例で、どのくらい
実施されているか、そしてその効果についての実態把握

②オンライン診療に適した疾患の絞り込み

③対面診療と較べて患者に対する医療サービスが向上した
というエビデンスの集積

オンライン診療について

オンライン診療については、①～③についての把握が必要だと
考えます。
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 これまでの国の通知は、医師法第20条「無診察治療の禁止」に
関する整理が中心でした
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オンライン診療のルールについて

 今後は、医師、患者、事業者が、安心・安全・有効にオンライン
診療を行うための、ガイドラインが必要です

 また、今回の診療報酬改定でオンライン診療の項目を新設して
います

現在、ガイドラインの策定に向けて国の会議で検討しています

今後のエビデンス収集に期待がもてます
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オンライン診療の光と影

真摯にオンライ
ン診療を実施す
る方だけでなく

－－－－－

－－－－－

－－－ －－－
一部に、安易な
営利手段として
利用することを
考える人がいる
ことも事実です

残念ながら

※ 画像は例示です
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※ 画像は例示です
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66出典：厚生労働省 第１回情報通信機器を用いた診療に関するガイドライン作成検討会資料2-1

【参考】



厚生労働省
HPKIルート認証局

7

HPKI認証局は、厚生労働省が定める「保健医療福祉分野PKI認証局 証明書ポリシ」という基準に則っ

て運営される認証局です。

HPKI認証局

基準を満たしているこ
とを確認（監査）した上
で、サブCAとなる。

HPKI電子証明書
を発行

【証明書ポリシが定める基準の一例】

• 申請の方法

 医師免許証の原本を確認すること

 住民票を提出すること

 身分証を確認すること

• 審査の方法

 医師免許証が原本であることを確認すること

 身分証を見て、本人であることを確認すること

など

• 認証局システムを設置する建物の基準

 入退の記録を残すこと

 水害、地震、防火対策をすること

など

• 認証局システムのセキュリティの基準

 採用する暗号の基準

 システムのログインは複数人で行うこと

など

※ＳＡＭＰＬＥ※

HPKIについて

医師の資格を電子的に証明する仕組みが既にあります
この仕組みを活用することで、患者さんの安心をさらに確保できます
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 現在でも、肉眼を凌駕する４Ｋ８Ｋなどの科学技術の分野が
あります。対面診療を支えながら、より良い診察につながる
ことが期待されます

 今後、科学技術の進展により、オンライン診療の範囲は変わ
っていくと考えます

 変わらないものは、医療の本質は、患者さんと医師が直接
接することによる信頼関係を基本とすることです

オンライン診療で、いまできること・できていないことを
見極めていくことが重要です。

まとめ



ご清聴ありがとうございました

日本医師会新キャラクター 日医君
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